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付　　記
このたびは、『北東アジア研究』に亡き父宇野重昭の追悼特集号を企画していただき、
深く感謝しております。このうち、履歴と業績につきましては、江口伸吾先生、沖村理史
先生に作成していただきました。ここに両先生に心より御礼申し上げる次第です。
なお合わせて掲載していただいた「遺稿より」は、父が刊行を準備していた著作の原稿
の一部です。未定稿ですが、父の学問に対する考え方の一端を示しているため、葬儀の際
に配布した小冊子に収録しました。今回、改めて『北東アジア研究』に再録していただき、
新たな読者を得ることを嬉しく思っております。
2017年11月
宇野重規
の思いと動きは複雑である。たとえば国際協調主義者であった幣原喜重郎首相などは自分
の側近との情報交換を進め、軍部の独善的侵略工作が進んでいることを相当程度知ってい
た。しかしそれを阻止できる方法を具体化することを少し早すぎる段階であきらめた。そ
の思いの過程はあまり知られていない。かれらは関東軍の陰謀の実行を抑えきることがで
きないことを見通し、結果的には「堅実に行き詰っていくよりほかに方法がない」といっ
たようなことを秘密文書のメモ書きに書きこんでいた。たんなるメモではあるが幣原の気
持ちを端的に表現している。
それは一種の責任放棄とも見られよう。しかし私は、だからといって戦争責任を性急に
個人に求めることには本来的に無理があると考えている。近代戦争の戦争責任というもの
はそんなに単純なものではない。私の知りたいのは、そのような個人的感情や判断がどこ
まで事実を動かしたのか、そのような個人の存在がどこまで歴史形成に関係があったのか
というような人間臭い次元のことである。
（2016年12月）
